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１． 記録員，線審の役割について 

記

録

員

 

① 長机（２人用）の場合は，コートに向かって右側が記録員とする。 
（１人用の机の場合は，主審の視野に入るよう，中央ではなくコートに向かって右側へ机を少し移動する。） 

② 記録用紙に必要事項の記入を済ませ，記録席に着く。 
選手番号，選手名の記入については，競技役員チェック済みの『構成メンバー表（コンポジションシート）』から転記する。 

③ サービス順と得点の確認を行う。記録用紙が唯一の公式記録である。 
●疑義をいだいたときは，試合を止め，副審と確認の上，可能な限り迅速かつ正確に処置する。 
●正当なサービス順ではないサーバーがサービスを行ったことを確認したときは，ブザーを鳴らし，主・副審に知らせる。 
●得点板の点数が正しいか，ラリー完了の都度，確認する。 
●得点板の点数が間違っている場合，競技中断中であれば，正しい点数に修正するよう副審を通じて点示員に指示する。 

ラリー中であれば，競技は中断せずそのラリー完了後，速やかに上記と同じ手順で正しい点数に修正する。 

④ 必ず，主審の最終判定を確認して記録すること。 
主審がポイントのハンドシグナルを示した後，判定を変えるような場合に，最初の判定しか見ていないと間違った記録をしてしまうので，必ず最終
判定を確認する。また，その際は得点板の点数が正しく表示されているか必ず確認する。 

⑤ セットが終了したときは，次のセットの開始までに必要事項を正確に記入すること。（公式記録記入法「４．セットが終了したとき」参照） 
特に，次のセットの最初のサービスチームを間違いなく記入すること。 
●セットの最後のサーバーのサービスチェック欄の得点を○で囲む。 
●次のセット開始のサービングチームはⓈに「✕」を付ける。レシービングチームはⓇに「✕」を付ける。 

（前のセットの最後のサーバーがＡチームなら次のセットの最初のサービスはＢチームとなる） 
●次のセット開始までに，得点板の「得セットの表示」，「第２（第３）セットの表示」，「０対０への戻し」などを確認する。 
●試合が終了したら，両チームのチームキャプテンのサインを採る。 
●その後，集計結果などの記入を済ませ，記録員がサインした後，副審→主審の順でチェックを受けそれぞれのサインを採る。 
●もし，主・副審のチェックで記入漏れや記入誤りなどが発見された場合は，記録員自ら追記，訂正する。 

⑥ 試合中にゲームキャプテンが競技規則の適用解釈について異議があり，記録用紙に記録することを主審に求めていたときは，その異議を試合終了時
に記録用紙に記録員が記入する。 
だだし，チームキャプテンが記入することを希望した場合は，それを許可する。 

線 

審 

① 担当の位置についたら，サイドバンドおよびアンテナが正しい位置に取り付けてあるかどうかチェックする。 
特にアンテナの取り付け位置については，試合中でも十分注意する。 

② 試合中の判定などについては，ラインジャッジマニュアルを参照する。 

  



 

 

２． 試合の運営 
 

 主   審 副   審 記 録 員 

試
合
前 

審判ミーティ
ング 

① 定められた時刻に，副審，記録員，線審，
点示員を招集し，審判ミーティングを行
う。 

② 「重点指導項目」，「ルールの取り扱い」
などで特に注意すべき点を，審判役員全
員に，正確に伝わるよう，事例を挙げて
説明する。 

③ 第２サービスで始まったラリーをノー
カウントで止めた場合の確認方法を打
ち合わせておく。 

① 主審の位置から選手の陰になって見えな
いプレー，副審側のアンテナ外通過，ワン
タッチ，不当な要求があったときなどにつ
いての判定方法や合図の仕方，その他主審
に対する補佐の仕方について打ち合わせ
ておく。 

① 主・副審と，選手交代，タイムアウト，
正当なサービス順ではないサーバーの
発見時の合図の仕方と処置の方法，得
点板の点数の間違いの修正などについ
て打ち合わせておく。 

※線審との打ち合わせ事項（例） 
●ライン判定の基本（１人１線のケース，コーナーのケース，フラッグを下すタイミングなど） 
●サーバーが線審（１番および３番）の近くに来たときの移動方法 
●サービスゾーン外のサービスヒット 
●ワンタッチの判定 
●パンケーキの判定 
●アンテナに関する判定（選手が触れるケースは具体的に） 

・ボールがアンテナおよびアンテナ外側のネット，ワイヤー，補助ロープ，支柱，審判台に当たるケースの判定方法  
・選手がアンテナに触れるケースの判定方法 

●判定時，ラリー完了時，タイムアウト，セット間に主審とアイコンタクトを取ること 
●監督が視界を遮っている場合や競技参加者からの判定に対する抗議があった場合は，主審または副審に報告すること 等々 

コ－ト,備品,
用具の点検 

① コート，チームベンチ，ウォームアップエリア，ネット，ボール，得点板，カード，ブザ
ーなどについて事前に確認をする。 
※得点板の「チーム名」，「第１セットの表示」などを確認しておく。 

また，得点板に得セットが分かるような表示物があるか確認しておく。 
② 審判台の高さの調節は，プロトコール前にしておくことが望ましい。 

※監督席の位置は，コート中央から４.０ｍ～４.５ｍである。 
 

① 記録用紙の上部３段（大会名～男女）
と右側の構成メンバー欄および審判員
名など，事前に記入を済ませておく。 
記入にあたっては，オリジナルとコピ
ーを区別するため，青色のボールペン
を使用する。 

② 記録席にブザーが準備してあることを
確認するとともに，ブザーが正常に作
動することも確認しておく。 



 

 

 
 主   審 副   審 記 録 員 

試
合
前 

プロトコール ① 主・副審は，ネットの高さと張り具合，アンテナおよびサイドバンドの位置を確認する。 
ネットの高さの計測は，規定の高さに合わせたスケールを副審が持ち， 
（１）コート中央部（規定の高さ） 
（２）主審側のサイドライン上（規定の高さ＋２ｃｍ以内） 
（３）副審側のサイドライン上（規定の高さ＋２ｃｍ以内） 

※（２）と（３）は同じ高さでなければならない 
の順でスケールを床と垂直にネットに合わせて計測し，主審が目視で確認する。 

② トスを行う前に両チ－ムの監督およびチームキャプテンのサインを採る。 
これは正式な選手名と選手番号であることの確認であり，このサインの後にそのチームの
構成メンバーを修正することはできない。 

③ 両チームキャプテンを記録席前に招き，副審と記録員の立ち会いのもと，コインを用いて
トスを行う。コインの「表・裏」をどちらのチームとするかは，主審が決める。 
トスに勝ったチームキャプテンは次のいずれかを選択できる。 
（１）サービスを打つ（以下「サービス権」という。）か，サービスをレシーブする権利 
（２）どちらのコートに入るか 

① 両チームの構成メンバー欄を再度確認
し，監督，チームキャプテンのサイン
採録の準備をしておく。 

② 両チ－ムの監督およびチームキャプテ
ンに正しい位置にサインを採る。 

③ トスによりコートが決まったら，「Ａ 
ｏｒ Ｂ」を記入する。記録席から見て
左側のコートに入るチームが「Ａ」，右
側のコートに入るチームが「Ｂ」とな
る。また，第１セットのチーム名欄を
記入する。 

④ トスにより，最初のサービスチームが
決まったら，第１セットのチーム名欄
の「Ｓ」に「✕」を付ける。レシーブチ
ームは「Ｒ」に「✕」を付ける。 

※ルールブック（公式記録記入法）参照 

※両チームキャプテンに確認および注意しておく項目例は下記のとおり。 
●公式ウォームアップは合同か別々か   ●ユニフォームの「インｏｒアウト」の確認 ●ワイピング用タオルの複数人保持 
●ラリー終了後のボールの管理      ●吹笛後のアタックヒットの注意      ●試合の中断終了後の速やかな再開 
●他のコートからのボールの侵入時の対応 ●相手チームに対しサーバーを隠すような状況にならないようにすること 
●フロアを拭く際または解けた靴ひもを結ぶ際に審判員に許可を得る必要は無く速やかに行うこと 

④ 公式ウォームアップ開始の吹笛をし，計
時を行う。 

⑤ 試合球，公式記録用紙，ブザーなど，試
合に必要な用具を確認する。また，両チ
ームのユニフォームのデザインやアン
ダーウェアのはみ出しも確認する。 

⑥ 公式ウォームアップ終了の吹笛を行う。 
⑦ 選手をチームベンチ近くで待機させる。 
⑧ 試合開始１分３０秒前になったら，選手

全員をエンドラインに整列させる。 
⑨ 主・副審は主審側サイドライン上へ移動

し，主審は握手の吹笛をする。 
⑩ 審判台に移動し，副審の先発選手のサー

ビス順の確認の間に，必要に応じ両チー
ムのゲームキャプテンを確認する。 

④ 公式ウォームアップの計時を行う。 
⑤ 副審がサービスオーダー票を受け取った

ときは，番号の重複等が無いか確認し記録
員へ渡す。 
 
 
 

⑥ 公式ウォームアップ中にベンチ入りでき
るチーム役員と選手番号を構成メンバー
表で確認する。交代選手の番号を確認でき
るのは，このタイミングだけである。 

⑦ チームが別々にウォームアップをする場
合は，ネットを使ったウォームアップの交
替を知らせるため，開始から３分で吹笛を
する。 

⑤ 記録員がサービスオーダー票を受け取
ったときには，チーム名，監督（監督
不在ならチームキャプテン）のサイン
の記入を確認する。 
 
 
 

⑥ サービスオーダー票の選手番号に重複
等がないかを確認し，記録用紙の構成
メンバーの選手番号と一致しているか
確認する。サービスオーダー票に不備
があれば，副審を通して監督に確認す
る。 

⑦ ＯＫであれば記録用紙の先発選手番号
欄に選手番号を記入する。 

サービスオーダー票は，両チームの公式ウォームアップ終了までに受け取る。 



 

 

 
 主   審 副   審 記 録 員 

試
合
前 

プロトコール ⑪ 副審のＯＫの合図を確認し，最初のサー
バーにボールが渡ったら，サービス許可
の吹笛をする。最初のサービス許可の吹
笛が，予定された試合開始時刻と一致す
るよう，プロトコールをコントロールす
る。 

⑧ サービスオーダー票は，記録員の記入が終
わったら記録員から受け取り，正しく転記
されているか確認し，副審が保持する。 

⑨ 両チームの握手の後，副審は記録席側に移
動する。 

⑩ サービスオーダー票に従って，先発選手の
サービス順を確認する。 
サービス順どおりに選手が並んでいない
場合は，記録員と協働で正しいサービス順
に並ばせる。先発選手ではない選手が並ん
でいたら，記録員と協働で先発選手を並ば
せる。 

⑪ 記録員のＯＫの合図を確認した後，自身も
両手を上げて，主審へＯＫの合図を送る。 

⑫ 最初のサーバーにボールを送る。 
 

⑧ 公式ウォームアップ中の選手の番号と
記録用紙の構成メンバーの番号が一致
しているか確認する。 
交代選手の番号を確認できるのは，こ
のタイミングだけである。 

⑨ 記録用紙に従って，先発選手のサービ
ス順を確認する。このとき，副審と同
じチームを確認するが，副審と読み合
わせをしないこと。 
サービス順どおりに選手が並んでいな
い場合は，副審に正しい順番を伝える。 
先発選手ではない選手が並んでいた
ら，先発選手の番号を副審に伝える。 

⑩ 両チームのサービス順が正しければ両
手を上げて，副審へＯＫの合図を送る。 

 

※サービス順の確認が終わり，両チームの選手がコートに入った後，「０対０」で正規の選手交代の要求があれば受け付ける。 

 

  



 

 

 
 主   審 副   審 記 録 員 

試
合
中 

試合の遅延 ① 選手交代の要求があった時点で，交代選手がコ
ートに入る準備ができていなかったときは，要
求を拒否し，遅延の罰則を適用する。コートに
入る準備とは，ユニフォーム姿になっているこ
とである。 

② タイムアウトの終了やセット開始の合図があっ
たにもかかわらず，試合を再開しないときは，
遅延の罰則を適用する。 

③ 競技参加者からの，ワイピングや解けた靴ひも
を結ぶための要求については，安全な試合運営
のため遅延の対象とはしないが，上記の行為を
故意的に行ったものと判断した場合，もしくは
トスの際に指示したワイピングタオルを保持せ
ずにワイピングが長引いた場合は遅延の対象と
する。 

① 選手交代の要求があったときは，不当
な要求でなければ，副審は吹笛をして
選手交代のハンドシグナルを示す。交
代選手がユニフォーム姿になってい
ない場合は拒否をして遅延の罰則を
適用するよう主審に合図を送る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 遅延警告，遅延反則は記録用紙の「適
用した罰則等」の欄に「Ｄ」で記録す
る。その際は，副審の指示に基づき
正しく記入すること。 

② 同じチームの２回目の遅延は，『遅延
反則』である。その場合，副審へその
旨正しく伝えなければならない。 

軽度の不法な
行為 

① ラリー中の「ワンタッチ」や「ドリブル」など，
自然に声が出るようなものは，警告の対象とし
ない。 

① 副審が軽度の不法な行為に気づいた
ときは，主審に報告する。 

① 軽度の不法な行為に対する第２段階
のイエローカードが示された場合は
「適用した罰則等」の欄に，選手の場
合はその選手番号を，チーム役員の
場合はその記号を記録する。 

 
●監督…Ｃ 
●コーチ…ＡＣ 
●マネージャー…Ｍ 
●部長…Ｈ 

② 試合中，競技参加者の品位を損なうすべての言動は警告の対象となる。相手チームのプレー
を反則だと執拗にアピールする行為も含まれる。 
相手チームに向かってガッツポ－ズをするなど相手を牽制したり，また，判定に影響を及ぼ
したりするような行為は，それ以上の不法な行為に進展しないよう，早めに警告を与える。 

③ 試合中，監督は立ったままでもよいが，許可されたエリアを超える場合は，副審がコントロ
ールしなくてはならない。副審がコントロールできない場合は，主審がコントロールする。 
監督が指示に従わない場合は，軽度の不法な行為の対象となる。 

【主に第１段階に該当するケース】 
（１）主審が最終判定を出した後にも，審判員に不満を表す態度や言葉を発した場合。 
（２）主審がゲームキャプテンの質問に答えた後にも，さらに論争を長引かせた場合。 
（３）繰り返しゲームキャプテンが「競技規則の適用解釈」以外の質問をした場合。 
（４）一度指導されているにもかかわらず，再びゲームキャプテン以外の選手が繰り返し判定に対して質問をした場合。 
（５）ネット越しに相手の選手などに対して，ガッツポーズなどの牽制する行為があった場合。 
（６）一度指導されているにもかかわらず，サービスチームがサーバーを隠すような行為を繰り返し行った場合。 
 
【主に第２段階に該当するケース】（イエローカードを出すケース） 
（１）主・副審や線審の判定に対して，抗議や必要以上に不満を表す態度を示した場合。 
（２）主・副審や線審の判定に対して，チーム役員や控えの選手がベンチから飛び出して判定に異議を訴えた場合。 

第２６条 第２項 第５表「遅延行為に対する罰則段階表」 
 遅延行為に対する罰則において提示すべきカード 
 ●遅延警告は，イエローカードでハンドシグナルを示す。 
 ●遅延反則は，レッドカードでハンドシグナルを示す。 
※遅延警告の罰則が適用された場合は，同じ中断中に中断の要求をすることはで

きない。 



 

 

 
 主   審 副   審 記 録 員 

試
合
中 

不法な行為 ① 不法な行為に対する罰則を適用できるのは主審
のみであり，罰則をうけるのは競技参加者個人
である。 

② セット開始前およびセット間に生じた不法な行
為も第２７条第２項に従い罰則が適用される。
その罰則は次のセットに適用される。退場また
は失格の場合，直ちにゲームキャプテンを呼び，
当該チームの監督に制裁の種類を知らせ（チー
ムへの二重処罰を防ぐため）、次のセットの開始
時にカードを提示することで正式に罰則が適用
される。 

③ 同一試合中，同一競技参加者が不法な行為を繰
り返した場合には，第２７条第３項第６表に示
されるように，累進的な罰則が適用される。そ
れぞれ連続して不法な行為を行った競技参加者
は，より重い罰則が適用される。 

④ 試合中，審判員は選手や他の競技参加者の言動
に注意を払い，不法な行為には毅然とした態度
で罰則を与えなければならない。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 副審が不法な行為に気づいたときは，
主審に報告する。 

② 試合中，主審がゲームキャプテンを呼
んだときは，副審は主審のところに行
き，その会話の内容を確認する。その
際，第２段階以上の対象となった場合
は，記録員に記載すべき事項を正確に
伝える。 

 

① カードが示された場合は，「適用した
罰則等」の欄に選手の場合はその選
手番号を，チーム役員の場合はその
記号を記録する。 
●反則（レッド） 
●退場（イエロー，レッド一緒） 
●失格（イエロー，レッド別々） 

② 記録用紙の情報に基づき，主審の判
定がルールで認められていない，例
えば，罰則の段階に反していると判
断した場合には，直ちにその旨を副
審に伝えなければならない。 
 

先に「反則・退場・失格」の罰則を適用しているときは，その後軽度の不法な
行為が同じチームにあった場合，第１段階および第２段階は適用せず，反則
（レッドカード）とする。※２０１５年度ルールの取り扱いを変更 
 
（例） 無作法な行為  ⇒  軽度の不法な行為  ⇒  同２回目  
選手   Ｎｏ．５        Ｎｏ．６       Ｎｏ．７  
処置  レッドカード      レッドカード     レッドカード 《警告や罰則の処置の方法》 

（１）吹笛をし（通常はボールがアウトオブプレ
ーになったとき，ただし不法な行為が重大
な場合はできるだけ早く），警告や罰則を
受ける選手に審判台に近づくように指示
する。 

（２）選手が主審台に近づいたら，該当するカー
ドを示し，適用する罰則の種類と事由を伝
える。コート上にいない競技参加者の場合
は，ゲームキャプテンを呼び，警告や罰則
を受ける対象者（選手の番号または監督な
ど）を伝える。ゲームキャプテンは対象者
にその旨を伝え，対象者は起立して手を上
げて罰則を受け入れなければならない。 

（３）対象者が手を上げている間に，主審は，チ
ーム，副審，記録員，観客などに罰則内容
がわかるように，カードを明確に示す。 



 

 

 
 主   審 副   審 記 録 員 

試
合
終
了
後 

 ① 主・副審は，両チームの握手の後，チームキャプテンに記録用紙にサインするよう促す。 ① 両チームのチームキャプテンのサイ
ンを採録する。 

② 最終結果など，記載必要個所を全て
記入する。また，主審が説明した競
技規則の解釈について，ゲームキャ
プテンから公式記録用紙に記録する
要求が主審にされていたときは，そ
の異議の内容を記入する。ただし，
チームキャプテンから申し出があっ
たときは，それを記入させてもよい。 

③ 記録用紙を完成させ，記録員自らが
サインをした後，副審→主審の順で
確認のサインを採る。追記や訂正が
必要な場合は，記録員自らが修正す
る。 

④ 記録用紙は，必要に応じ審判委員長，
競技委員長が確認し，原本は主催者
が保管する。 

② 副審が確認をした記録用紙を，再度内容に間違
いないがないか確認してサインする。 
記入漏れ，記入誤りの追記，訂正は記録員が行
う。 

② 記録用紙が完成したら，記載された内
容に間違いないがないか確認してサ
インする。 
記入漏れ，記入誤りの追記，訂正は記
録員が行う。 

●主審は，副審，記録員，線審とともに，審判控室等で試合後のミーティングを行い，試合についての反省を行う。 

 

  



 

 

３． 試合中の判定 

 主   審 副   審 記 録 員 

ハンドシグナル ① 公式ハンドシグナルを使用し，明瞭に間をあ
けて説得力のあるハンドシグナルを示す。特
にドリブル，オーバーネットの反則があった
場合は，反則した選手と目を合わせるととも
に，他の競技参加者，審判役員，観衆，ＴＶ視
聴者にもその反則が何であるか理解させるこ
とが大切である。 

② ハンドシグナルは，観衆にわかりやすいよう
に１つ１つ区切って行う。吹笛と同時にハン
ドシグナルを示すことは避けなければならな
い。 

③ ポイントのシグナルを示す前に副審と目を合
わせる習慣をつける。 

④ １つ１つのハンドシグナルを示す時間が長く
なり過ぎず，ラリー完了から次のサービス許
可の吹笛までを８秒程度のノーマルタイムで
行うこと。 

⑤ 反則のハンドシグナルを示した後，反則をし
た選手が明らかな場合は，選手を指す必要は
ない。 

⑥ 主審が吹笛したときは，①ポイント→②反則
の種類のハンドシグナルを，テンポ良く，一定
の間隔で示す。 

① 副審が吹笛したときは，反則をしたチーム側
へ移動し，副審が先に反則のハンドシグナル
を示し，反則した選手を指す。ポイントのハン
ドシグナルは主審に追従する。その際，ポイン
トのハンドシグナルが支柱にかからないよう
に，主審からはっきり確認できる位置へ移動
する。 

② 主審が吹笛したときは，ハンドシグナルは出
さずラリーに負けたチーム側へ移動する。 

③ 主審を補佐する際は，主審と目が合ったとき
に，胸の前で小さくハンドシグナルを送る。 
主審が副審の判定を受け入れないときは，強
要するべきではない。 

④ ラリー中も必要に応じ，主審と目を合わせる
必要がある。また副審は，主審から見て支柱や
選手の陰にならないような位置取りを心掛け
る。 

⑤ 主審がポイントのシグナルを示す前に，主審
と目を合わせる習慣をつける。 

① 各セットの最終ポイントが入っ
たら，記録用紙の該当するポイ
ントを消し，直ちにセットおよ
び試合の終了のハンドシグナル
を示す。 

② 公式ハンドシグナルではない
が，記録員の「両手を上げる」Ｏ
Ｋの合図は，試合を進めるうえ
で非常に重要である。選手交代
時，試合再開時，また主・副審が
求めたときにタイムリーに使う
こと。 

 
 

 

  

「両手を上げる」ＯＫの合図の
意味は，記録用紙への記入が完
了したときなど，次のラリーを
始めてもよい状況であること
を伝えるためのものである。 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

基本的な位置取り ① 基本は，ボールをプレーしている選手に
対し，身体を正対させて見る。目の位置
は，両アンテナを結んだ線上に置き，プレ
ーに応じて，ボールがあるサイドにボー
ル１個分を目安に移動させる。身体を左
右に大きく移動してはいけない。また，目
の位置を極端に下げる動きはするべきで
ない。 

② １つ１つのプレーに目を止めてそのプレ
ーを注視する。１つのプレーが終わった
ら，次にプレーをする選手に目を移す。空
中にあるボールをずっと見る必要はな
い。 

③ アタックプレーのときも，アタッカー側
にボール１個分を目安に視点を移動し
て，アタッカー側から見るようにする。ま
た，アタックヒットまでアタッカーから
目を離してはいけない。 

④ 両チームの選手が１つのボールに係わる
ような，ネット上のプレーなど，どちらの
選手の反則か明確にしなくてはいけない
ときは，漠然と見るのではなく，ボールを
プレーする選手は主審が確認する。副審
と確認を分担する。 

① ボールの動きに合わせ，若干前後左右に
移動し，選手がプレーするときは，支柱
カバーが死角にならない位置で，必ず静
止して見る。また，選手の邪魔にならな
い位置取りをすること。 

② アタックプレーのときは，ブロッカーの
指先からネット下部のタッチネットが
確認できる位置で静止して見る。同時に
アンテナに絡む判定も必要となるので，
支柱から離れ過ぎないよう注意する。ま
た，主審側のプレーであっても，支柱よ
り前へ入り過ぎないようにする。 

③ ネット上のプレーなど，どちらの選手の
反則か明確にしなくてはいけないとき
は，ボールをプレーしていないブロック
側の選手を副審が確認する。主審と確認
を分担する。 

④ 副審側のアンテナ外通過の可能性があ
るプレーのときは，取り戻しのプレーの
選手を必ず視野に入れ，プレーの妨げに
ならない位置取りをする。プレーの妨げ
にならないケースのみ，ボールをプレー
している反対側のコートのアンテナの
下に入り，静止してボールのコースを確
認する。プレーに対する準備と適切な位
置取りが重要である。 

① 長机の場合は，コートに向かって右側が
記録員とする。１人用の机の場合は，主審
の視野に入るよう，中央ではなくコート
に向かって右側へ机を少し移動する。 

 

最終判定の仕方 ●主・副審は，確実に確認できた反則のみを吹笛する。 
●主審がラリー完了の吹笛をしたときは，自らの判定を頭に置き，必要に応じ副審および線審を確認して最終判定を行う。 
●ワンタッチの有無，ライン判定など，主審が確信を持てない場合に限り，最終判定をする前に，副審および線審を呼んで確認する。 
●最終判定をした後に，チームからのアピールで判定が変わったり，ノーカウントにしたりするようなことはあってはならない。 
●主審は責任を持って毅然たる態度で最終判定を下さなくてはならない。 
●副審が吹笛した場合は，特に，誰が反則をしたのかをはっきりと示すことが非常に重要である。 

 

  

※利き目について 
  
人には「利き手，利き足」があるように「利
き目」がある。過度に意識する必要はない
が，利き目により自分の左側を見るときと
右側を見るときでは，首の振り幅や見え方
に違い（得意な方と不得意な方）があるこ
とは理解しておいた方が良い。 
  
〈利き目の確認方法〉 
（１）人差し指と親指で丸い「覗き穴」を

作る。または，紙を丸めて筒状にし
てもよい。 

（２）「覗き穴」を顔から３０ｃｍほど離
し，両目を開いた状態で「覗き穴」
で２ｍ～３ｍ先の対象物を見る。 

（３）その状態で片方の目を交互に閉じ
る。 

（４）対象物が「覗き穴」の中に収まって
見えるえる方が利き目。 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

サービス許可 ① サービス許可の条件は，両チームの選手
がプレーする準備ができ，サーバーがボ
ールを保持していることである。 

② 得点が正しく表示されているか確認す
る。 

③ 副審，線審，記録員の準備が整っているか
確認する。 

④ 両チームからタイムアウトやの選手交代
の要求がないことを確認する。 

⑤ ラリー完了から次のサービス許可の吹笛
までのノーマルタイムは，８秒程度を目
安とする。 

⑥ サーバーがボールを保持して競技エリア
外に位置してサービスを打とうとしてい
る場合は，サービス許可の吹笛をする前
に，フリーゾーン内に入るよう指示する。 

① 競技中断の要求がないかを注視し，ベン
チコントロールをする。 

② 両チームのチームベンチを確認した後
は，主審のサービス許可の吹笛までに，
レシーブ側のサイドラインに平行して
位置する。 

③ 主審のサービス許可の吹笛後は，サーバ
ーのいる場所により次のとおり位置取
りをする。 
●副審側サイドライン付近からサービ

スを打つ場合は，支柱より内側に入
り，サーバーのフットフォルトを監
視する。ただし，レシービングチーム
の選手がサイドライン付近にいると
きは，選手の邪魔にならない場所に
位置する。 

●副審側サイドライン付近からサービ
スを打たない場合は，次のプレーに
素早く対応できるよう，支柱後方に
位置する。 

① ラリー完了からサービス許可の吹笛まで
に，前ラリーの結果の記入を済ませる。
（ルールブック「公式記録記入法」参照） 

② サービスの都度，サービス順が正しいか
確認する。確認方法は，最初に記録用紙で
サーバーの番号を確認してから，次にサ
ービスを打とうしている選手の番号を確
認する。そのとき，指差し確認はしない。 

●サービス時に，サービスチームがサーバーを隠すような行為をしていないか主・副審の協働により注視する。 
●サーバーを隠すような行為とは，サーバー以外の選手がネット際に限らず，相手チームに対し隙間を空けていないような状況を指す。 

（選手が手を頭より上にあげている状態がそのままサーバーを隠すような行為となるものではない） 
●そのような状況を確認したときは，サービス許可の前後を問わず，ゲームキャプテンを通じてサーバーが隠れない状況にするよう伝える。 
●サービス許可の吹笛後にサーバーを隠すような行為を確認したときは，インプレーの状態になる前（サービスを打つ前）に吹笛して止め

る。 
●サービスを打つ前に止められなかった場合は，そのラリー終了後に，上記の手続きを行う。 

●第２サービスで始まったラリーをノーカウントで止めた場合，第２サービスで試合を再開しなければならない。したがって，主審，副審，
記録員は，第１・第２サービスを意識しながら試合を進めなければならない。 

●主・副審で協力し，ワイピングやボールの交換の有無を確認して，両チームともラリーを開始してもよい状況でサービスを許可する。 
●チームの準備が整っていない状況や記録員の準備が出来ていない状況で，主審が誤って吹笛した場合は，副審はインプレーの状態になら

ないようサービスを打つ前に吹笛して止める。 

 

  



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

サ ー ビ ス 順 の 誤
りと処置 

●主・副審ともサービス許可の都度，サーバーの番号を確認しながら試合を進めること。 
（副審は手持ちのサービスオーダー票を十分に活用すること。） 

●最低でもサービス順を誤ったサーバーの１つ前の相手チームのサーバーの番号まで覚えて
おくこと。 

① 正当なサービス順ではないサーバーがサ
ービスを打ったことを確認したら，直ちに
「ブザー」で主審と副審に知らせる。副審
に「○番が打つところ○番が打ちました。
次のサーバーは○番です」と正確に伝え
る。 

② 正当なサービス順ではないサーバーがト
スして打たなかった場合は，別のサーバー
に代わって第２サービスを打つことがで
きるので，この場合，正当なサービス順で
はないサーバーが第２サービスを打った
ら誤りを指摘する。必ず打った後にブザー
を鳴らすこと。もし疑わしいことがあれ
ば，試合を止めて確認をするほうが良い。
（ブザーがないときは口頭で副審に知ら
せる） 

① サービス順の誤りを確認した時点の違い
により，次のとおり処置の仕方が異なる。 

② 正当なサービス順ではないサーバーのサ
ービス中に確認された場合は，そのサーバ
ーのサービス中に得た得点を取り消し，相
手チームに１点を与えて，サービス権を移
行する。 

③ サイドアウト後，相手チームのサービス前
に確認された場合は，正当なサービス順で
はないサーバーのサービス中に得た両チ
ームの得点を取り消し，相手チームに１点
を与える。 

④ 相手チームのサービス開始後に発見され
た場合は，正当なサービス順ではないサー
バーのサービス中に得たそのチームの得
点だけが取り消され，相手チームに１点が
与えられる。ただし，正当なサービス順で
はないサーバーが明らかでないときは，試
合開始時にサービスを打ったチームを基
準にサービス順のみ訂正する。 

① サービス順の誤りを知らせる記録員の
ブザーを確認したら，片方の手を上げ，
吹笛をしてラリーを止める。（ラリーが
止まらないときは再度吹笛して確実に
ラリーを止める） 

② 記録席に行き，副審はサービスオーダー
票を確認しながら，記録員の説明を聞
く。また，記録用紙で直前の相手チーム
のサーバーを確認するとともに，本来打
つべきだった選手が何番であったか確
実に特定する。 

③ 誤りが確認されたときは，サービス順を
誤ったチーム側へ移動し，改めて吹笛を
し，公式ハンドシグナル「サービス順の
誤り」を示し，サービス順を誤った選手
を示す。 

④ サービス順を誤ったチームのゲームキ
ャプテンを呼んで「○番が打つところ○
番が打ちました。次のサーバーは○番で
す」と伝える。 

 
 
 
 
 
 

 

  

※サービス順の誤りのパターン例 
 ●同じサーバーのサービスが続いているのに，次のサービス順のサーバーが打ってしまうケース。 

（相手にサービス権が移行していない） 
 ●まだ同じサーバーのサービスが続いていると思い込み，直前に打ったサーバーが打ってしまうケース。 

（相手にサービス権が移行している） 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

サービス ① 主審のサービス許可の吹笛後，８秒以内にサービスを打たなけ
れば，８秒ルールの反則が適用される。 

② 主審のサービス許可の吹笛後，サービスを行う前にサービス順
が間違っていることにチーム内で気づき，別のサーバーと代わ
る行為は反則とせず，代わることを認める。この場合でも，８
秒のカウントは継続する。 

③ 正当なサービス順ではないサーバーが主審のサービス許可の吹
笛後，8 秒以内にサービスを打たなかった場合，または第１サ
ービスのトスを上げたが，打たずにボールが床に落ちた場合は，
ワンフォルトとする。（サービス順の誤りとはしない） 

④ サービス時のフットフォルトを副審および線審と協働で確認す
る。 

⑤ サービスボールがネットの近いところを通過する場合は，やや
目線を下げて手の感触と目で見て確認をする。ただし，最初か
ら極端に低い姿勢で見ないこと。 

⑥ サービスボールがライン際に落下した場合は，自分でインかア
ウトかを確実に見極めてから，線審のフラッグシグナルを確認
し，最終判定を行う。 

⑦ サービスボールが速いときは，レシーバーに微かに触れていく
ケースに注意をする。 

⑧ サーブレシーブされたボールの方向を確認し，そのボールから
目を切っていいのか，目を切ってはいけないのか適切に判断し，
次のプレーに対応する。 

① 主審を補佐するため，サービスボールがネットやア
ンテナなどに触れていないか確認する。 

② サービスボールが副審側のアンテナに触れたとき，
アンテナ外を通過したとき，アンテナ外側のネット，
ロープ，支柱に触れたとき，およびサーバーが副審側
のサイドラインの延長線上の外からサービスを打っ
たときは吹笛をする。そのサービスの失敗が第２サ
ービスで得点を伴う場合は，サーバー側のコートへ
移動し，ボールアウトまたはフットフォルトのハン
ドシグナルを示し，サーバーを指す。 
ただし，第１サービスの失敗で得点を伴わない場合
は，吹笛後サーバー側のコートへ移動しないで，その
場でハンドシグナルを示してもよい。 

③ サービスボールがネットを越えたら，素早くブロッ
ク側のコートに移動し支柱近くに位置する。そのと
き，サーブレシーブをする選手，トスを上げる選手の
プレーを確認しなくてはいけない。 

 

トスプレー ① ホールディングの判定基準は，ボールが身体の一部に「静止する」，「運ぶ」，「押し込む」，「持ち上げる」というようなキャ
リーの長いプレーである。しかし一連の流れのあるプレーは反則とすべきではない。タメを作るために肘や手首を使って
引き込むプレーは，どこでボールを捕らえ，いつ離したかを見極めて判定しなければならない。 

② ホールディングになる可能性があるプレーとしては，胸の前から後方へ上げるトス，頭の後ろから前方へ運ぶトス，低い
位置のボールを潜り込んで上げるトスなどがある。また，ドリブルになる可能性があるプレーとしては，ネットに正対も
しくは背を向けて横方向へ上げるトス，ボールの下へ入りきれないまま上げるトス，高く上がったレシーブボールを上げ
るトスなどがある。このようなプレーのときには，想定しておくことは必要であるが，あくまでも実際のハンドリングを
確認した上で判定する。ハンドリング基準に照らし合わせて，絶対にダメなプレーは主審が責任を持って吹笛する。 

③ シングルハンドのハンドリング基準は，手の中での極端なバラツキによるミスプレーであるかどうかである。シングルハ
ンドのプレーだからといってドリブルの反則が無い訳ではないが，厳しい判定になってはいけない。一方で，シングルハ
ンドであっても，手の中で止めるプレー，相手コートに返りそうなボールを取り戻すプレー，肘で押しあげる２段モーシ
ョンのプレー，投げるようなキャリーの長いプレーは，ホールディングである。 

④ クイックに上げるトスは，セッターの手から離れてアタックヒットまでの時間が短いので，セッターのハンドリングに明
らかなバラツキがあるときは，吹笛のタイミングが遅れないように注意する。 

 

 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

アタックヒット ① 必ず静止して見ること。基本的には，両アンテナの延長線上に
目線をおき，左右の動きはボール１個分を目安とし，オーバー
ネットの判定と次のプレーへの対応のために大きく左右に動き
過ぎない。 

② アタックヒットのときは，高い位置から広い視野でアタッカー
とブロッカーとボールを視野に入れ，アタッカーおよびブロッ
カーのオーバーネット，タッチネット，ブロッカーのワンタッ
チ，レシーバーのワンタッチを判定し，最後にライン判定をす
る。また，アンテナ付近にトスが上がったときは，アタッカー
がアンテナに触れることも想定しておくこと。 

③ どこにトスが上がっても対応できるよう，速い攻撃から想定し
て順に目を移していく。レフト，ライトへの高いトスが上がる
と決めつけていると，突然クイックにトスが上がると対応が遅
れる。必ず速い攻撃から想定しておくこと。 

④ アタッカーがボールをヒットするまで必ずアタッカーのプレー
に目を残すこと｡アタックヒットする前に，アタッカーから目を
離してはいけない。まず，タッチプレーを想定し，ボールと手
の接触に注視する。反則がなければアタックしたボールのコー
スに目を移す。また，ブロックに当たったボールが跳ね返って
アタッカーに当たるケースも頭に入れておくこと。 

① ネットとブロッカーの間に視点を置き，主審と同様
にどこにトスが上がっても対応できるよう，速い攻
撃から想定して順に目を移していく。トスが上がる
ときには，必ず静止して見る。 

② レシーブ後の状況をみて，攻撃パターンを予測しポ
ジショニングを行う。 

③ ブロッカーのワンタッチを見るため，アタックのコ
ースを頭に入れて，ブロッカーの手を注視する。 

④ 副審側のアンテナ付近にトスが上がったときは，次
のケースも想定してプレーを確認する。 
●トスをしたボールがアンテナに当たる 
●アタックしたボールがアンテナに当たる 
●ブロックしたボールがアンテナに当たる 
●ブロッカーがアンテナに触れる 

⑤ トスがネット近くに上がったとき，アタッカーがボ
ールを打った後，ネットに触れるケースがある。副審
はネット際に目を残し，ブロッカーのタッチネット
だけではなく，アタッカーのタッチネットも監視す
る。 

 

タッチプレー ① 次のようなプレーはホールディングの反則となる。 
プレーを言葉で表現することは難しいが，トレーニングを積んで判定基準を確立する。 
●ボールを長く引っ張るプレー 
●ぶら下がりながら引き下ろすプレー 
●ネット上端より低い位置から持ち上げて相手コートに返すプレー 
●ボールをブロックに押し当ててコートの外に投げ出すような２ｗａｙのプレー 

② タッチプレーの判定は，その選手の手とボールの接点に目を残して判定をする。タッチプレーを予め想定していないと判
定が遅れるので注意する。 

 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

ブロック ① ブロックのプレーを漠然と見るのではなく，ブロックの定義を
理解し，そのプレーがブロックなのか，ブロックではないのか
を見極めなければいけない。 

② ブロックのような体勢であっても，相手から返球されたボール
に対し明らかに指を用いたパスで，自らコントロールし自チー
ムの選手にボールをパスするプレーはブロックではなく「パス」
である。したがって同じ選手がプレーすればドリブルの反則と
なる。また，次の選手のオーバーハンドのばらつきもドリブル
となる。 

③ セッターがジャンプトスをしようとしたが，ボールに届かず，
そのまま相手コートに返ったボールを相手選手が直接アタック
したとき，トスをしようとしてネット上端より高い位置に残っ
ていたセッターの手にボールが当たった場合はブロックとみな
す。 

④ ネット際で相手チームへの返球のとき，ブロックのような動作
で行う場合はホールディングの反則が起こることがあるので注
意をする。 

① ブロック側に位置してブロッカーとネットの間に視
点を置きネット際を見る。ブロッカーの移動時，ジャ
ンプの上がり際，頂点，降り際のタッチネットを監視
する。ブロッカーが安定した着地をするまでは，ネッ
ト側に目を残す 

② ブロッカーの移動から着地までネット際を注視す
る。 

③ ネット際から選手が離れ，タッチネットを監視する
必要がなければ，ボールに目を移し次のプレーに備
える。 

 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

ワンタッチ ① アタックボールのコースとブロッカーの手を注視する。必ず副
審，線審を確認してから最終判定を行う。確信が持てない場合
は，ワンタッチの判定をしてはいけない。 

② アタッカーを漠然と見るのではなく，打とうとしているコース，
強打か軟打かリバウンドか，などを意識してアタッカーを注視
し，ボール，ブロッカーの手を視野に入れる。判定するときに
は必ず止まって見る。 

③ ブロッカーのワンタッチで，主審から確認しにくいコースは，
ブロッカーの間と副審サイドであることを理解する。 

④ ワンタッチがあったかどうか確信が持てないときは，副審と目
を合わせ，ワンタッチの有無の補佐を確認する。 

⑤ 手や指先に触れたか否かを確認し，副審，線審の判定と照らし
合わせ，自らの責任において最終判定を行う。選手の声に惑わ
されることなくタイミング良く判定する。 

⑥ 判定を早く出し過ぎて，後から副審，線審に確認して判定を覆
すことは絶対に避けなければならない。 

⑦ 目の位置が低くなり過ぎるとワンタッチが確認しづらくなるの
で自然体で見ると良い。 

⑧ レシーバーのワンタッチは，選手の陰に隠れて確認しにくいケ
ースがある。線審，副審と協働して最終判定を行う。決して主
審の独断や思い込みで判定してはいけない。 

⑨ アタックしたボールがブロックされ，再びアタッカーに微かに
触れていくケースは，主審，副審サイドとも確認しづらい場合
がある。このようなケースが起こることを予め想定し，副審，
線審を必ず確認して，最終判定を行う。 

⑩ アタッカーの打球が，白帯に当たった後にブロッカーに当たっ
たのか，白帯に当たるのと同時にブロッカーにも当たったのか，
白帯のみに当たりブロッカーには当たっていないのか，など正
確に判定を行う。ボール１個分を目安にアタッカー側に目を置
いてボールとブロッカーの接触の有無を確認する。微妙なケー
スや副審側のプレーのときは，必ず副審を確認してから判定を
する。 

① 副審側のワンタッチは，主審から見えにくいコース
があることを十分理解する。特に微かなワンタッチ
を確実に補佐できるよう，日頃からの意識を高く持
ったトレーニングが重要である。 

② 主審が補佐を求めたとき（主審と目が合ったとき）
は，ワンタッチが確認できたときは，胸の前で小さく
ハンドシグナルを送る。ワンタッチが確認できなか
ったときはハンドシグナルを出さない。 

③ ラリーが完了したときは，ボディーアクションで自
分の判定を主審に伝える。 

④ ブロックに当たった後，明らかに打球のコースが変
わるようなワンタッチは，補佐のシグナルを送る必
要はない。打球のコースもスピードもほとんど変わ
らないような微かなワンタッチをしっかり補佐す
る。しかし主審が採用しないものは強要してはいけ
ない。 

⑤ ブロッカーのワンタッチで副審から見えにくいコー
スは，ブロッカーの指先とブロックの間であること
を認識しておくこと。また，ブロッカーが手のひらを
上に向けるようなブロックのときや，手のひらに上
からボールが当たるケースも副審から見えにくいこ
とがあるので注意する。 

⑥ ワンタッチの補佐のタイミングで，主審と目が合わ
なかったときは，アタッカー側のオーバータイムス
が成立する接触前に，主審と目が合ったタイミング
でオーバータイムスの補佐のハンドシグナルを送
る。 

 

●主審と副審は，ワンタッチの判定にあたり，お互いの責任範囲を明確にするために，試合前の審判ミーティングで打ち合わ
せをしておく。 

●髪の毛のみにボールが触れ，体（頭）にはボールが触れていないケースは，接触回数に含めない。 

 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

タッチネット ① インプレー中，選手がネットおよびアンテナに触れたときは，タッチネットの反則とする。ただし，アンテナ外側のネッ
ト，およびボールをプレーする一連の動作中でないときに触れても相手チームの選手のプレーを妨害しない限り反則とし
ない。 
例えば，ボールがコート後方にあるときに，プレーに関係のないネット際の選手がネットに触れたようなケースはタッチ
ネットの反則ではない。また，アタックしたボールがネット上端のワイヤーに当たって，ネットが大きく揺れてブロッカ
ーに触れてもタッチネットの反則ではない。 

② アタッカーおよびブロッカーが着地後に，プレーの流れで勢い余ってネットに触れた場合は，一連の動作とみて反則とす
る。アタッカーおよびブロッカーの着地と同時にネットに触れた場合も，タッチネットの反則とする。 

③ 主審は，タッチネットの判定をすべて副審に任せるのではなく，自分で確認した場合は判定しなければならない。 
④ ブロックの移動のときやジャンプの一連の動作（跳び上がりから完全な着地まで）を注視する。 
⑤ アンテナ付近のブロックでは，ブロッカーがアンテナに触れたのか，アタックヒットのボールがアンテナに当たったのか

正確に判定する。 主審はボールをプレーするアタッカーを優先して注視し，副審は相対するブロッカーを優先して注視す
る。それぞれが別々の選手のプレーを注視することにより，正確な判定を行うことができる。 

⑥ 誰がタッチネットしたかを明確に示すことにより，判定に説得性が出る。 

 

インターフェア インターフェアは，次のとおりである。 
（１）選手がネットの下から相手コートに侵入し，相手チームのプレーを妨害したとき。 
（２）相手空間にあるボールにネットの反対側から触れてプレーを妨害したとき。 
（３）アンテナ外側のネットおよびロープに触れ相手チームの選手のプレーを妨害したとき。 
（４）相手チームがプレーしているボールに対しアンテナ外側のネット垂直面を越えて相手空間内にあるボールに触れたとき。 

 

① インターフェアは，主審が吹笛する。 
② インターフェアのハンドシグナルは，次のとおり取り扱う。 

反則があった場所を（指で）指し，反則をした選手を（手で）
示す。 

③ ネットプレーのインターフェアを判定する際は，ネットの真上
から見るのではなく，ネットプレーをしようとしている選手の
方へ目線を移動し，ネット越しに相手チームのネット際の選手
の動きが確認できるところを視野に入れる。そのとき，目の高
さも若干下げた方が良い。 

① 副審も協働で判定にあたり，反則を確認したときは，
吹笛しないで補佐のハンドシグナルのみを送る。 

② ネットプレーのインターフェアを判定する際は，ブ
ロック側のネット際にいる選手とネットの間に目を
置いて，ブロック側の選手の動き，身体や腕の位置お
よびネット越しにボールに当たっていないかを確認
する。主審から確認しにくい位置（副審側など）のプ
レーのときは，副審が的確に補佐をすること。 
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ネット上での同時
プレー 

① 両チームの選手がネット上で同時にボールをプレーしたときは，いずれのチームもその後，新た
に許された回数（３回）をプレーすることができる。このとき，ネット上で同時接触した選手が
続けてプレーしてもドリブルの反則ではない。 

② 両チームの選手がボールを押し合い，ネット上でボールが完全に静止したときは，その瞬間に吹
笛して，ダブルファウルとして，中断したときのサーバーの中断したときのサービス（第 1 また
は第２サービス）でラリーをやり直す。 

③ 同時接触後，そのボールがアンテナに当たったときはノーカウントとする。 
④ ネット上で同時接触後，そのボールがコート外に落ちた場合，ボールの落ちた反対側のコートの

選手が最後に触れたものとし，落ちた反対側のチームの反則とする。 
⑤ ネット上での接触が，同時なのか時間差があるのかを正確に判定すること。同時接触に見えても，

僅かな時間差があるケースがほとんどである。 

① 副審側のアンテナ
付近で同時接触が
ある場合，そのボ
ールがアンテナに
当たることを想定
して注視する。接
触に僅かな時間差
がある場合は，ど
ちらの選手が最後
にボールに触れて
いたのかを正確に
判定する。 

 

オーバーネット ① オーバーネットの反則があった瞬間に吹笛をする。遅れるとチームが不信感を持つ。また，判定
基準にバラツキがないよう一定の基準で判定すること。 

② オーバーネットの判定基準は，ネット上部の白帯のふくらみを越えて相手コート上でボールに触
れているかどうかである。ボールに触れる位置を正確に捉える。 

③ ブロッカーがボールに接触した後，フォローの手が相手コートへ出る動きに惑わされてはいけな
い。確信をもって判定したものだけ反則とする。 

④ ボールが相手コートに向い，ネット上を通過する瞬間は，目の位置が動いてはいけない。ブロッ
カーの手とボールの接点をしっかりと止まって見る。ボール１個分を目安にアタック側に視点を
置く。 

⑤ ２人以上のブロックの場合，ボールに触れたブロッカーがオーバーネットしているかどうかを確
認することが重要である。 

⑥ ブロックだけではなく，セッターやアタッカーなど，攻撃側の選手がネットを越えてボールに接
触していないか確認する。 

⑦ クイックに対する，ブロッカーのオーバーネットをタイムリーに判定する。 
トスが上がってからアタックヒットまでの時間が短いので，クイックに対するブロッカーのオー
バーネットの吹笛が遅れないよう注意する。 

⑧ オーバーネットの判定は，反則となる接点を一定に保ち，判定にバラツキがないようにする。 

① 副審は，オーバー
ネットの補佐はし
ない。 

 

ブロック後のボー
ルへの接触 

① ブロックした選手が続けてそのボールに接触してもドリブルの反則にはならない。ただし，この場合の接触回数は２回と
なる。 
（同一選手が，連続して３回触れた場合はドリブルである） 

② アタックボールが相手チームの複数のブロッカー「ＡとＢ」の手に同時もしくは素早く２人に当たり，１回の接触とみな
したときは，その後「ＡまたはＢ」が続けてネットプレーをした場合，１人が３回続けてボールをプレーしているので，ド
リブルの反則となる。 

③ ブロックで吸い込んだボールが，ブロッカーとネットの間にあるときに，ブロッカーの体の複数の部位に触れても，素早
く触れたものであれば１回の接触とみなす。その後，同一選手がボールをプレーしてもドリブルではない。 
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アンテナ付近のプ
レー 

① 主審側のアンテナやアンテナ外側のネット，ワイヤー，補
助ロープ，支柱，審判台にボールが当たった場合は，その
瞬間に吹笛し，ポイントおよびボールアウトのハンドシ
グナルを示し，必要に応じて反則をした選手を指す。 

② アンテナに関わる判定を的確に行うには，アンテナ付近
をボールが通過することを予め想定しておくことが重要
である。例えば，主審側のサイドラインより外側のフリー
ゾーンで選手がプレーするようなケースは，ボールがア
ンテナ付近を通過する可能性が高くなる。 

③ アンテナ上方を通過したり，取り戻したりするような際
どいケースについては，主審１人で判定せず，必ず線審の
判定を確認しなくてはならない。この場合，どの位置の線
審を確認するべきか瞬時に判断することが大切である。
もし，フラッグを振った線審が適切に判定できない位置
であれば，その判定を採用すべきではない。 

④ アタックしたボールがアンテナに当たったのか，ブロッ
カーに当たったボールがアンテナに当たったのか，どち
らかの選手がアンテナに触れたのか，など判定が非常に
難しくなる場合があるので，必ず線審，副審を確認して最
終判定を行う。 

 
 
 
 
 
 

① 副審側のアンテナ外通過の判定の際は，取り戻しのプレー
の選手を視野に入れて，プレーの妨げにならない位置取り
をする。取り戻しのプレーの妨げにならない場合は，反対
側コートのアンテナの下に入り判定をする。支柱から離れ
過ぎていると，適切な位置取りが遅れるので注意する。 
（実技マニュアル「基本的な位置取り」参照） 

② アンテナ付近でのアタックプレーの場合，副審はアタック
ボールのコースを確認したうえで，ブロッカーとアンテナ
を視野に入れ，ブロック側の反則を主に監視する。ブロッ
クしたボールがアンテナに当たるケース，ブロッカーがア
ンテナに触れるケースを想定し，正確に判定する。 

③ ブロックのワンタッチの後，レシーブしたボールが副審側
のアンテナ付近に飛んできた場合は，アンテナ外通過の判
定を優先する。ワンタッチの補佐を出すことに気を取られ
て，アンテナ外通過の判定が疎かになってはいけない。 

④ 主審の①・②は，副審も同様だが，副審が吹笛したときは，
反則したチーム側へ移動し，ボールアウトのハンドシグナ
ルを示し，反則をした選手を指す。ポイントのハンドシグ
ナルは，主審に追従する。 

 

※試合前の審判ミーティングの際に，ボールがアンテナに当たるケース，選手がアンテナに触れるケースの見方，位置取り，
フラッグシグナルの出し方などを，主審は副審および線審と打ち合わせをしておく。 

 

ハンドリング基準 ① 全てのプレーのハンドリング基準は同一である。大会前の事前講習会，実技クリニックでハンドリング基準の確認をし，
大会の基準が同一になるよう，全審判員が認識を合わせることが重要である。 

② 疑わしきは吹笛をしない。審判台から見るのと，チームベンチから見るのとでは，見る位置によってハンドリングの見え
方に違いが生じる。誰が見ても，どこから見ても反則のプレーは確実に吹笛できるようにハンドリング基準を確立するこ
とが必要である。 

③ 副審は主審から見えないプレーについて補佐をする。 

 

オーバーハンド ① ボールと手が触れる瞬間を見て判定をすること。プレーする体勢，手に当たったときの音，ボールの回転などに影響され
てはいけない。 

② オーバーハンドの反則は，明らかな左右の手のバラツキおよび指先から手の平に当たるケースである。また，オーバーハ
ンドで相手コートに返球するプレーも最後まで注視すること。 

 

●ブロックでワンタッチがあった次のヒットなど，チームが２回目にヒットしたボールが許容空間の外側のネット垂直面を
越えて相手側のフリーゾーンに行った場合は，ボールがネット垂直面を越えた時点で吹笛して，ボールアウトのハンドシ
グナルを示す。ただし，チームが１回目にヒットしたボールがネットにかかった場合に限り，２回目にヒットしたボール
が許容空間の外側を通って相手フリーゾーンに行ったときは，あと２回の接触が許されるので，ボールを取り戻すことが
できる。 
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アンダーハンド ① 相手チームからの打球に対する１回目のプレー（ブロックに当たった場合は，その後の最初のプレーも含む）のとき，ボー
ルが身体の数箇所に連続して接触しても，それがボールの一つの動作中に生じたものであれば反則ではない。 

② ２回目，３回目のプレーで，ボールが身体の数箇所に連続して接触すればドリブルの反則となる。 
③ ボールがブロッカーとネットの間に吸い込まれてしまうプレーでも，次のプレーがブロック後の最初のプレーであるとき

は，ボールの一連の動作中であれば反則ではない。ボールが腕，手のひら，胸など，身体の一部で完全に静止したり，指が
引っかかり持ち上げたりするプレーはホールディングの反則となる。しかし，プレーの体勢にとらわれないで，明確にボ
ールが身体に静止した場合のみ反則とするべきである。 

 

ボールイン・アウ
ト 

① ボールが床に落ちた瞬間に吹笛をする。また，ライン際の
判定については，少し長めに吹笛をする。 

② ライン判定は，まず主審自らがイン，アウトを確認し，そ
の後に担当の線審，副審を確認して，最終判定を行う。 

③ 審判の判定が遅れれば，アピールの原因となるので，タイ
ミング良く判定をする。 

④ 線審の判定が間違っていると判断したときは，ポイント
のハンドシグナルを出す前に，線審のフラッグシグナル
を片方の手で軽くおさえ，主審の責任において，最終判定
を行う。 

⑤ 重要な局面であると判断したときは，副審および担当の
線審を呼んで確認する。 

① 確実にボールが外部の物体に触れたが，主審が確認でき
ず，吹笛できなかった場合は，副審が吹笛し判定する。 
ただし，副審はネット際のタッチネットの判定を優先しな
くてはいけない。 

 

 

 

 

パンケーキ ① 体を大きく動かすことなく，目線を下げて見る。確認でき
ないときには，副審，線審を確認してから吹笛すべきであ
る。 

② ボールが床に落ちた瞬間に吹笛をしようとし過ぎると，
落ちていないケースにまで誤って吹笛してしまうことが
ある。際どいケースについては，瞬時にボールの近くの線
審のシグナルを確認することが必要である。 

③ 試合前に合図の仕方について，審判団で念入りに打ち合
わせておく必要がある。 

① 確実にボールが床に落ちたが，主審が確認できず，吹笛で
きなかった場合は，補佐のハンドシグナルを主審に送る必
要はなく，副審が吹笛し判定する。 
ただし，副審はネット際のタッチネットの判定を優先しな
くてはいけない。 

 

 

●主・副審は，フリーゾーンにいる監督が，線審の判定の妨げとなる場所に立っていないか確認しながら試合を進行する。 
もし，監督が線審の判定に影響を及ぼすような場所に立っているときは，監督に線審の判定に影響しない位置に移動する
よう指導する。 
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不当な要求 ① 副審が確認できなかった不当な要求は，主審が
拒否をする。そして，不当な要求の種類により
右記「記録員②」のタイミングで，その内容を
副審に伝える。 

② 不当な要求に対し，副審が誤って吹笛した場
合，主審は直ちに要求を拒否する。主審は，試
合の進行に影響を及ぼしたと判断した場合は，
当該チームに「遅延」の罰則を適用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 不当な要求があった場合，副審は拒否をす
る。 

② 不当な要求を常に意識し，誤って不当な要
求を受け付ける吹笛をしないこと。 

③ 不当な要求があった場合は，その種類によ
り右記「記録員②」のタイミングで，記録員
に不当な要求があったことを告げ，記録用
紙に記載させる。 

① 不当な要求を拒否したときは，
「適用した罰則等」の不当な要求
欄の当該チームに「✕」を付ける。 

② 不当な要求があったとき，記録用
紙に下記のタイミングで記入す
る。 

《１回目の不当な要求》 
●左記１➡ラリー完了後 
●左記２，３，４，５➡その時点 

《２回目以降の不当な要求》 
●すべて➡その時点 

物体利用のプレー ① 競技エリア内で他の選手や競技エリア内の審
判台や支柱などの物体で身体を支えたり，物体
を利用したりしてプレーをすることは反則で
ある。 

② 競技エリアの外側のチームベンチ，フェンス，
観客席などを使ってプレーすることは反則で
はない。（ただし，自チーム側の競技エリアの
外側に限る） 

  

 

 

【不当な要求】 
１．ラリー中，または主審のサービス許可の吹笛と同時か，その後の要求 
２．要求する権利のない競技参加者による要求 
３．同じ中断中の２回目の選手交代の要求（インプレー中の選手が負傷等した場合を除く） 
４．規定回数を超えた要求 
５．第１サービスと第２サービスの間の要求 



 

 

４． 試合の中断と再開 

 主   審 副   審 記 録 員 

タイムアウト ●監督（監督不在ならゲームキャプテン）が公式ハンドシグナルを用いてタイムアウトを要求していることを確認する。 
●ラリー中に監督が監督席にいないケースがあるので，ラリー完了時の監督の位置を意識し，タイムアウトの要求にタイムリーに対応する。 
●得点を伴わないラリーの中断（ノーカウント）後は，すべての試合中断の要求は認められない。 
●タイムアウトの要求が不当な要求であった場合には，同じチームによる同じ種類（タイムアウト）の中断の要求は認められないが，異なる

種類（選手交代）の要求は認められる。 
●要求する権利のない競技参加者がタイムアウトを要求することは不当な要求ではあるが，すぐに不当な要求とするのではなく，要求する

権利がある競技参加者から要求させるように促し，チームが直ちに対応することができれば，不当な要求とせず，その要求を認める。 
●不当な要求により遅延警告が適用された場合，同じチームによる中断の要求は，次のラリーが完了するまで認められない。 

① チームからタイムアウトの要求が
あり，副審が吹笛しその要求を受付
けた場合，主審はハンドシグナルを
示す必要はない。 

② 副審がタイムアウトの要求に対応
できない場合およびタイムアウト
の要求に気付かない場合は，主審が
吹笛しハンドシグナルを示してタ
イムアウトを許可する。 

③ タイムアウトの計時は，副審の責務
ではあるが，主審も計時することが
望ましい。 

④ タイムアウト中，両チームの行動を
注視する。 

⑤ 副審のタイムアウト終了の吹笛後，
すぐにコートに戻らず，さらにタイ
ムアウトを長引かせる場合は，遅延
の罰則を適用する。 

⑥ 選手は，３０秒を待たずにコートに
戻ってもよい。ただし，タイムアウ
トはあくまで３０秒間である。 

① 要求を受け付けたときは，吹笛して公式ハンドシグナルを示
し，要求したチームを示す。主審が吹笛したときは，副審は吹
笛しない。 

② 要求したチームを示した後，３０秒間の計時に入り，チームか
らボールを受け取る。 

③ コートにいた両チームの選手が，自チームベンチ近くのフリ
ーゾーンに出ているか確認する。 

④ タイムアウト中の選手の位置は，特にコントロールする必要
はない。 

⑤ タイムアウト中に必ず主審と目を合わせ，主審からの要求の
有無を確認する。 

⑥ タイムアウト中に記録用紙を確認し，記録員が的確に任務を
遂行しているか確認する。試合前に，主審と記録用紙の最低限
のチェックポイントを決めておくと良い。 

⑦ ２回目のタイムアウトのときは，３０秒の間に主審にその回
数を報告する。 

⑧ タイムアウト終了の吹笛後，チームが速やかにコートに戻る
かどうかを確認する。戻らない場合は，副審が軽く吹笛してコ
ートに戻るようチームを促す。この場合，何度も吹笛する必要
はない。 

⑨ ２回目のタイムアウトのときは，要求したチームの監督（監督
不在ならゲームキャプテン）にその回数を通告する。 

① タイムアウトを記録し，
その回数をその都度副審
に知らせる。 

② タイムアウト中に記録内
容の確認および場内の得
点板の点数を確認する。 

③ 副審に次のサービスチー
ムおよびサーバーの番号
を伝える。 

●副審は，タイムアウトの回数，要求できるタイミング，要求できる競技参加者を常に意識し，不当な要求であれば吹笛をしてはいけない。 
●タイムアウトの要求はチームの権利である。審判がチームに対してタイムアウトの要求を強要してはならない。 

 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

選手交代 ●選手交代の要求とは，コートに入る準備のできた交代選手が，選手交代ゾーンに入ることをいう。 
●コート内の選手の負傷や病気による選手交代を除いて，監督（監督不在ならゲームキャプテン）は，ハンドシグナルを示す必要はない。 
●得点を伴わないラリーの中断（ノーカウント）後は，すべての試合中断の要求は認められない。 
●選手交代の要求が不当な要求として処理した場合には，同じチームによる同じ種類（選手交代）の中断の要求は認められないが，異なる種

類（タイムアウト）の要求は認められる。 
●不当な要求により遅延警告が適用された場合，同じチームによる中断の要求は，次のラリーが完了するまでは認められない。 
●複数の選手交代を行う場合，交代選手は１つのユニット（集団）として選手交代ゾーンに近づかなければならない。全く同時でなくとも，

２組目以降の交代選手が，前の選手交代の手続きが完了する前に選手交代ゾーンに入り，試合を遅らせていなければ，交代を認める。 

① チームから選手交代
の要求があり，副審が
吹笛しその要求を受
け付けた場合，主審は
ハンドシグナルを示
す必要はない。 

② 何らかの事情により
副審が選手交代の要
求に対応できない場
合および選手交代の
要求に気付かない場
合は，主審が吹笛し，
ハンドシグナルを示
して選手交代を許可
する。 

③ 選手交代のトラブル
を未然に防ぐ意味で
も，主審も交代選手と
被交代選手の番号を
記憶するよう心掛け
る。 

① 要求を受け付けたときは，吹笛して公式ハンドシグナルを示
す。主審が吹笛したときは，副審は吹笛しない。また，２組以
上の交代の場合は，２組目以降の交代選手を，または両チーム
から交代の要求があった場合は，後から要求のあったチーム
の交代選手を記録席付近に待機させる。 

② 副審は，支柱と記録席の間で交代する選手をコントロール（両
チームがコントロールできるよう，あまり支柱に近づき過ぎ
ない）し，記録員と目を合わせ，記録員の片方の手が上がった
ら速やかに交代させる。このとき，交代する選手に手で合図す
るとともに，声をかけて交代を促す。２組目の交代選手は，記
録員の両手が上がってからサイドラインへ導く。 

③ 記録員の両手が上がるのを確認し，主審に向かって両手を上
げ，選手交代の手続きが完了したことを知らせる。 

④ 同時に２組の選手交代の要求があり，うち１組が不法な選手
交代の要求であったときは，正しい組み合わせの要求のみ認
め，不法な組み合わせの要求は拒否して，遅延の罰則を適用す
る。 

⑤ 選手交代を要求した際に，交代選手がジャージなどを脱いで
遅れるケースは，遅延の罰則を適用する。 

⑥ 同じ中断中に連続して選手交代を要求することはできない。
要求した場合は「不当な要求」として処置する。 

⑦ ５回目および６回目の選手交代のときは，その回数を，先に主
審に報告し，その後，要求したチームの監督（監督不在ならゲ
ームキャプテン）にその回数を通告する。 

① 選手交代のときは，コート内の選手と交
代選手が正しい組み合わせの交代であ
るか記録用紙を見て確認する。 

② 交代の組み合わせが正しければ，副審と
目を合わせ，片方の手を上げ交代できる
組み合わせであることを副審に伝える。
もし，交代が不法な組み合わせの場合
は，副審と目を合わせ，胸の前で左右に
手を振り，交代できない組み合わせであ
ることを副審に伝える。 

③ 記録用紙の該当欄に交代選手番号を記
入し，記録が完了したら両手を上げ副審
に「ＯＫの合図」を送る。 

④ 選手交代の記録が完了したら，両手を上
げる前にその回数を副審に報告する。
（報告する方法は事前に決めておく） 

⑤ 選手の負傷で「例外的な選手交代」を行
うときは，負傷した選手の番号を斜線で
消し，その横にコートに入る選手の番号
を記入するとともに，その内容を特記事
項欄に記入する。最終結果の選手交代欄
には「例外的な選手交代」の回数を含め
て記入する。 

●副審は「選手交代の回数，要求できるタイミング」を常に意識し，不当な要求であれば吹笛をしてはならない。 
●選手交代の要求はチームの権利である。審判がチームに対して選手交代を要求するよう強要してはならない。 
●副審は，全ての選手交代の手続きが完了した後で，選手交代ゾーンに向かっている選手を，不当な要求とならないようコントロールする。 

 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

セット間の手続き ●最終ラリーのサービスチームおよびサーバーの番号を覚えておくこと。 
●セット間の中断の計時をする。副審の責務ではあるが，主審も計時をすることが望まし

い。 
●コートチェンジをコントロールする。主審は全体を監視し，副審も適切な位置取りをして，

エンドラインに整列した９人の選手が，チームから見て右側の支柱の外側を通ってコート
を替わっているか，またチーム役員，控え選手も，主審のコートチェンジのハンドシグナ
ルと吹笛でコートを替わっているか確認する。 

① セットの最終ポイントを消して，セット
終了のハンドシグナルを示す。 

② セット終了の時刻を記入する。 
③ 最後のサーバーの得点を「○」で囲む。 
④ その他は，公式記録記入法「セットが終

了したとき」を参照。 
⑤ 両チームの監督（監督不在ならチームキ

ャプテン）から申し出のあった，セット
間の選手交代を確認し，正しければ記録
用紙に次のセットのサービス順を記入す
る。ただし，例外的な選手交代などによ
り，次のセットに出場できない選手の番
号は記入しない。また，認められない交
代のときは，副審を通じて当該チームの
監督にその旨伝え，交代を訂正させる。 

⑥ 監督からセット間の選手交代の申告がさ
れ，記録用紙への記入が完了した後で
も，監督からセット間の選手交代の訂正
が申告された場合は，副審のセット間終
了（２分３０秒）の吹笛前であれば認め
る。 

⑦ 次のセットの最初にサービスを行うチー
ムは記号「Ⓢ」に，レシーブを行うチー
ムは記号「Ⓡ」に「✕」を付ける。 

⑧ 試合結果欄に，終了したセットの所要時
間，両チームの得点，勝欄に勝ちチーム
は「１」，負けチームは「０」，選手交代
およびタイムアウトの回数を記入する。 

⑨ 再度，記入漏れなどがないか確認し，次
のセットを開始できる状況であれば，そ
の旨を口頭で副審に伝える。 

⑩ エンドライン上に整列した次セットの先
発選手のサービス順を確認する。この
際，副審と同じチームを確認するが，声
を出して読み合わせをしないこと。記録
員は記録用紙を見て，自分の目で確認す
る。両チームのサービス順の確認が終わ
り，間違いなければ，両手を上げて副審
に伝える。 

 

① 両チームベンチやウォームアップをして
いる選手を注視し，必要に応じコントロ
ールする。 

② 副審とアイコンタクトを取る。副審に伝
えなければいけないことがあれば，次の
セットの開始までに伝える。 

③ 線審，点示員とアイコンタクトを取る。
試合前の審判ミーティングで，セット間
でも目を合わせることを事前に伝えてお
くこと。もし，何か問題があるときは，
セット間に該当の線審，点示員に内容を
伝え，問題を解決すること。 

④ セット間終了の副審の吹笛により，両チ
ームが速やかにエンドラインに整列して
いるか確認し，必要に応じコントロール
する。 

⑤ サービス順の確認を副審と記録員だけに
任せるのではなく，主審も可能な範囲で
確認する。エンドラインに整列している
選手の中にチームキャプテンがいない場
合は，ゲームキャプテンを確認し，副審
にその番号を伝える。 

⑥ 副審および記録員のサービス順確認完了
の合図を確認し，吹笛をして選手をコー
トへ入れる。 

⑦ 副審が最初のサーバーへボールを送る前
に，必ず副審と目を合わせ，お互いに最
初のサービスチームを確認すること。 

⑧ すべての状況（線審，点示員，チームベ
ンチ，コートなど）を確認し，副審およ
び記録員の「ＯＫの合図」を再度確認
し，サービス許可の吹笛をする。 

① ボールを保持し，コートチェンジをコン
トロールできる位置取りをする。 

② 両チームの監督（監督不在ならチームキ
ャプテン）にセット間の選手交代を確認
する。この際，必ずサービスオーダー票
を確認しながら，監督からセット間の選
手交代を聞くこと。問題がなければ，そ
の内容を記録員に伝える。 

③ 記録用紙に，次のセットの最初にサービ
スを行うチーム，セット間の選手交代，
および次のセットの両チームのサービス
順が正しく記入されているか必ず確認す
ること。 

④ 両チームベンチやウォームアップをして
いる選手を注視し，必要に応じコントロ
ールする。 

⑤ 主審とアイコンタクトを取り，必要に応
じ主審からの要求に応える。 

⑥ 記録員が必要事項の記入を完了し，次の
セットを開始できる状況になっているか
確認する。 

⑦ ２分３０秒後，吹笛して両チームの次の
セットの先発選手をエンドライン上に整
列させ，サービス順を確認する。この
際，記録員と同じチームを確認するが，
声を出して読み合わせをしない。副審は
サービスオーダー票を見て，自分の目で
確認する。 

⑧ 記録員のサービス順確認完了の合図を確
認し，主審へサービス順の確認が終わっ
た旨の合図を送る。 

 



 

 

 主   審 副   審 記 録 員 

セット間の手続き  ⑨ 主審と目を合わせ，最初のサービスチー
ムを確認し合い，最初のサーバーへボー
ルを送る。 

⑩ 試合を開始できる状態であることが確認
できれば，両手を上げて主審に伝える。 

⑪ 副審へ次セットの最初のサービスチーム
およびサーバーを通告し，最初のサービ
スチームが正しく，試合を開始できる状
況であれば，再度副審へ両手を上げて準
備ができたことを伝える。このとき，サ
ービス順が間違っていても，指摘しては
いけない。 

⑫ 次のセットの開始時刻を記入する。 

特殊な事情による
試合の中断 

① 他のコートからボールが侵入し，適切にラリーを止めることができず，トラブルになるケースが見受けられる。このようなトラブルが
起こらないよう，試合前の審判ミーティングで打ち合わせを行い，主・副審の協働により，適切にラリーを止めることが重要である。
ラリーを止めることを躊躇してトラブルになるよりは，少しでもプレーに影響すると判断したときは，ラリーを止めるべきである。 

② 下記のような事情で試合の中断した場合は，ラリーは「ノーカウント」となり，ラリーのやり直しは，中断したときのサーバーの中断
したときのサービス（第 1 または第２サービス）で再開する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※トスのときに，「他のコートのボール，選手の侵入がプレーの妨げになる場合は，ラリーを止めるが，プレーの妨げにならなければ，ラ
リーを止めないこともある。」ことをチームに伝えておくことも必要である。 

※試合中にコート内の選手が重大な負傷等をしたときの処置 
●主・副審は直ちに試合を止めて選手の状態を確認するとともに，状況により医療担当者もしくはチーム関係者（コート外の競技参加者

等）がコートに入ることを許可する。審判員の判断で選手を無理に動かしたりせずに，しっかりと状況を把握することが肝心である。
（場合によっては主審がフロアに降りて確認しても良い） 

●選手がプレーできるかどうかを医療担当者等に確認し，簡単な止血・テーピング・スプレー等の処置で復帰できるような場合は，その
ための時間を与える。このとき審判員からチームにタイムアウトや選手交代の要求を求めることはしないこと。 

●動かしてはいけないような状況もしくは担架等が必要な場合は，コントローラー等を通じて大会役員に対応を依頼する。 
●必要に応じて相手チームのゲームキャプテンに処置の状況等を説明する。 
●出血の場合は，しっかりと止血されているか，ユニフォーム，ボール及びコートに血液が付着していないかを確認する。 
●選手がコートに倒れていた場合は，コートが濡れていないか確認する。 

【特殊な事情による試合の中断】 
（１）他のボールや他のコートの選手がコートに侵入し，プレーの妨げとなったとき。 
（２）インプレー中にコート内の選手が重大な負傷等をしたとき。 
（３）照明などの設備や競技用具が破損または故障したとき。 
（４）天候の異変，地震等その他やむを得ない事故が発生したとき。 
（５）何らかの理由により審判員がプレーを停止し、そのラリーがやり直しとなったとき。 



 

 

５． 公式記録記入法の解説 

◆ 公式記録記入法の注意点 
●性別（男子／女子）の該当する□に「✕」を記入する。 
●トスの後，最初にサービスを行うチームの記号（Ⓢ）とレシーブを行うチームの記号（Ⓡ）に「✕」を付ける。 
●選手交代があった場合，交代する先発選手の番号の下欄に，コートに入った交代選手の番号を記入する。 
●交代選手が再びチームベンチに退いた場合は，選手交代番号欄のその交代選手の番号を「○」で囲む。 
●例外的な選手交代のときは，負傷した選手の番号を斜線で消し，その横にコートに入った選手の番号を記入するとともに，特記事項欄にその旨記録する。 

最終結果の選手交代欄にはその回数を含めて記入する。 
●各セットが終了したとき「試合結果欄」にそのセットの結果を記入する。そして，勝欄に勝ちチームには「１」を，負けチームには「０」を記入する。 
●試合終了後「両チームのチームキャプテンのサイン」を採る。 

◆ 不当な要求，警告関連の記入方法〈記載例：図－２〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 第２セット，Ａ１８対Ｂ１９のとき，Ｂチームが「不当な要求（１回目）」をしたので拒否された。 

➡不当な要求欄のチームⒷに「✕」をつける。 
 
② 第１セット，Ａ２８対Ｂ２７のとき，既に第１段階の警告を受けていたＢチームの３番が判定に不満の態度を示したので，イエローカードが示された。 

➡警告欄に「３」，ＡｏｒＢ欄に「Ｂ」，セット欄に「１」，得点欄に「２７：２８」と記入する。 
 
③ 第３セット，Ａ８対Ｂ９のとき，Ｂチームの３番が再度判定に不満の態度を示したので，レッドカードが示された。 

➡反則欄に「３」，ＡｏｒＢ欄に「Ｂ」，セット欄に「３」，得点欄に「９：８」と記入する。 
 
④ 第３セット，Ａ９対Ｂ１０のとき，Ａチームが選手交代の要求をしたが，その交代を取り止めたので，遅延（１回目）のイエローカードが示された。 

➡警告欄に「Ｄ」，ＡｏｒＢ欄に「Ａ」，セット欄に「３」，得点欄に「９：１０」と記入する。 
 
⑤ 第３セット，Ａ１７対Ｂ１６のとき，Ｂチームが「不当な要求（２回目）」をしたので，遅延（１回目）のイエローカードが示された。 

➡警告欄に「Ｄ」，ＡｏｒＢ欄に「Ｂ」，セット欄に「３」，得点欄に「１６：１７」と記入する。 
 
⑥ 第３セット，Ａ１８対Ｂ１６のとき，Ａチームの選手交代の要求があったが，交代準備ができていなかったので，遅延（２回目）のレッドカードが示された。 

➡反則欄に「Ｄ」，ＡｏｒＢ欄に「Ａ」，セット欄に「３」，得点欄に「１８：１６」と記入する。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 



 

 

◆ 特記事項の記入例 
 
次のようなときは，特記事項欄に，適用した事項／チーム／セット（両チームの得点）その内容の順に簡潔に記録する。 

 
① サービス順の誤りで遡って得点を取り消したとき 

➡『反／Ａ／１（４：１）６番のサービスを８番が打った』 ※遡って得点を取り消さない場合は記載しない。 
 
② 不法な選手がコート上でプレーして，その間に得た得点を取り消したとき。 

➡『反／Ｂ／２（１６：１２）不法な選手Ｎｏ．７がプレーした間に得た４点を取り消した』 
 
③ 負傷による，例外的な選手交代または回復のためのタイムアウトを認めたとき。 

➡『例外／Ａ／１（１３：１４）Ｎｏ．７→Ｎｏ．８』（回復のためのタイムアウトを認めたときは，「回タ」とする） 

 

④ 特殊な事情による試合の中断で，試合の再開が遅くなったとき，または試合が中止もしくは延期となったとき。 
➡『試合の中断／１（４：６）停電のため１５時００分から１５時２０分まで中断』 

このようにチームを記載しない場合は，（Ａチームの得点：Ｂチームの得点）の順で記載する。 
 
⑤ セットまたは試合の没収があったとき。 

●セット終了後にセットが没収のとき 
➡『セ没／Ｂ／２（２１：１２）セット終了後に登録外の選手Ｎｏ．７がプレーしたことを確認した』 

 
●セット途中でセットが没収のとき 

➡『セ没／Ｂ／２（１６：１２）Ｎｏ．８ 回タ後も回復せず』 
 

●試合が没収のとき 
➡『ゲ没／Ｂ／２（１６：１２）試合の続行を拒否した』 

 
⑥ その他主審が特記事項欄に記入しておくことが必要と認めたとき。 

 
◆ 試合結果欄の注意点･･･例外的な選手交代は，正規の選手交代の回数には含めないが，試合結果欄の選手交代の数には含める。 



 

 

６． 競技エリアの設営，ネットの張り方，審判台の高さの調節について 

① 競技規則では，サイドライン外側から支柱までは５０cm～１ｍと定められている。 
それに加え，両方のサイドラインから支柱の間隔が均等になっているかも確認する。 

② チームベンチの位置は，選手の安全およびプレーイングエリアの確保の観点からも非常に重要である。コート中央から『４ｍ～４.５ｍ』離れたところに監督
席を設けて，それを基準にチームベンチを設置する。 

③ 体育館に既にラインが引いてある場合やラインテープを貼るための目印がある場合であってもコートの大きさが規定どおりであるか必ず確認する。 
確認する方法は下記を参考。 
（１）サイドラインの長さ，エンドラインの長さが規定の長さか確認する。 
（２）下図のＡ（コート４ケ所），Ｂ（コート２ケ所）すべての対角線を計測する。 

ラインもコートに含まれるのでラインの外側で計測する。 
対角線の長さは下記のとおり。 

 

Ｂ 

フリーゾーン 

５ｍ 

フリーゾーン 

６．５ｍ 

記録席 チームベンチ チームベンチ 

３ｍ 

４～４．５ｍ 

サイドライン 

サイドラインの中央点 

拡大図 

拡大図 

サイドライン 

エ
ン

ド
ラ

イ
ン

 

１．７５ｍ 

ラインは実線でも可 

ウォーム

アップ 

エリア 

Ａ Ｂ

一般男子 14.85m 23.48m

一般女子 12.73m 20.12m
Ａ 

ウォーム

アップ 

エリア 



 

 

④ ９人制独特のネットプレーをスムーズに行えるようネットのサイド（補助）ロープの張り方は大変重要である。 
●下図を参考にボールがネットのどの部分に当たっても適度な跳ね返りが得られるように左右均等な力でサイド（補助）ロープを張ること。 
●サイド（補助）ロープを張った状態で，ネットの幅が規定の１m（±３ｃｍ）であるか必ず計測する。 

 

⑤ アンテナの位置も９人制にとって非常に重要である。 
●サイドバンドの外側からアンテナの内側までが２０ｃｍになっているか，定規やメジャーなどを使って最低でも３ケ所（ネット上部の白帯部，ネット中央 

部，アンダーロープ部）計測し，垂直に取り付けられているか確認する。 
●アンテナ外側のネット部分が左右で同じ長さであるかも確認する。 

⑥ 得点板を設置する場所は，ＪＶＡ競技普及グループ競技委員会の「競技要項」の競技場設営図による。 
●得点板を１つ設置する場合は，次の要件を考慮して適切な位置に設置する。 

（１）コート上の選手から良く見える位置 
（２）両方のチームベンチおよび記録席から良く見える位置 
（３）観客席から良く見える位置 

※「チームベンチ側のウォームアップエリア付近」に得点板を設置することは避けること。 
⑦ 審判台の高さは，目の高さがネット上端から概ね５０ｃｍところにくるように調節する。 

●あくまでも５０ｃｍは目安である。 
●男子と女子ではボールが通過する高さが違うので，当然ネット上端からの目の高さも変わる。それぞれの試合に合わせて自分で最適な高さに合わせること。 
●極端に目の高さが高過ぎたり，低過ぎたりすると，適切な判定ができなくなるので注意すること。 
●審判台を支柱に近づけ過ぎると前後の動きが制約されるので，適切な間隔を空ける方が望ましい。 
●審判台の高さや位置については，研修の場などで諸々試して自分に合ったベストなポジションを確立する。 
●審判台の昇降は必ずステップを使用し，昇降時は十分注意をすること。 
●体の前後に落下防止の手摺りなどが無い審判台のときは，判定時も十分に注意をすること。 



 

 

７． 不当な要求の処置 

１．１回目の不当な要求は拒否をして，記録用紙に記載する。 
不当な要求の種類により，処置のタイミングが異なる。（下表参照） 
※上記のケースで副審が吹笛してしまった場合は，タイムアウトの要求で，選手がチームベンチ近くに戻ってしまうなど，試合を遅らせたと主審が判断した
ときは遅延とし，特に試合を遅らせずに再開できる場合は，遅延としない。 

２．２回目以降の不当な要求（試合の遅延）は要求があった時点で処置をする。 
 

不当な要求の処置のタイミングと処置後の要求 

不当な要求の内容 
１回目 ２回目 ３回目以降 

拒否 遅延警告 遅延反則 

①ラリー中，または主審のサービス許可の吹笛と同時か，その後の要求 ラリー完了後に処置 

要求があった時点で処置 要求があった時点で処置 

②要求する権利のない競技参加者が要求 

要求があった時点で処置 
③同じ中断中の２回目の選手交代の要求 

④規定回数を超えた要求 

⑤第１サービスと第２サービスの間の要求 

 
●不当な要求の１回目の場合，異なる種類の試合中断の要求ができる。 
●不当な要求の２回目（遅延警告）の場合，いかなる試合中断の要求もできない。 
●不当な要求の３回目（遅延反則）以降の場合は，ラリーが完了しているので，試合中断の要求ができる。 

 
以上のように不当な要求があった場合，その都度，記録員は公式記録用紙に記録し，副審はその内容を主審に報告する。  

 

８． サービス順の誤りの処置方法 

１．記録員は，正当なサービス順ではないサーバーが，サービスをしたときに，ブザーで通告する。（サービスを打つ前に通告しない） 
２．副審は，片方の手を上げ吹笛をして合図をして，確実にラリーを止める。（このとき，副審もサービスを打った選手の番号を必ず確認しておく） 
３．記録員は，記録用紙によりサービス順の誤りの事象を副審に正確に伝える。（○番が打つところ，○番が打ちました，次のサーバーは○番です） 

副審自身もサービス順の誤りの事象をサービスオーダー票と記録用紙で正確に把握する。 
４．副審は，吹笛をして「サービス順の誤り」のハンドシグナルを示し，サービス順を誤った選手を指す。 

その後，主審は，「ポイント」のハンドシグナルを示し，副審も主審のハンドシグナルに追従する。 
５．副審は，サービス順を誤ったチームのゲームキャプテンを呼んで，「○番が打つところ，○番が打ちました，次のサーバーは○番です」と正確に伝える。 
６．記録員の両手が上がったのを確認して，副審も両手を上げ，試合を再開する。 
 

【誤ったサービス順をチームに伝えた場合の処置は，ケースブック（４－５－４）を参照】 

 


